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学生・教職員および家族の安全・安心を最優先に、教育、生活支援、イベントなどの活動を継続

オンライン授業 日本語教師養成学科
教育実習

学習成果・
卒業研究発表会

スピーチコンテスト

検温・消毒飛沫防止

自主PCR検査 ワクチン接種支援 空気清浄

在宅学生への食事支援 寮費軽減・補助

学校での弁当支給

卒業式

入学式 ダルマ目入れ式

ウォークラリー

他大学から受託した教育実習 博多駅前早朝清掃

地域との国際交流会

秋季遠足

●
12
月

終
業
式
を
開
催

●
12
月

３
年
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

●
11
月

学
生
寮
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
仮
設

●
11
月

学
習
成
果
・卒
業
研
究
会
を
開
催

●
11
月

宮
竹
中
学
校
「国
際
交
流
学
習
会
」に
参
加

●
11
月

秋
季
遠
足
（Ｚ
Ｏ
Ｏ
ハ
イ
ク
）を
実
施

●
10
月

西
高
宮
校
区
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

●
10
月

日
本
文
化
に
触
れ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
実
施

●
10
月

学
生
に
食
の
提
供
（弁
当
の
無
償
配
布
）を
再
開

●
10
月

秋
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施

●
9
月

日
本
語
教
師
養
成
学
科
４
年
生
の
教
育
実
習
を
実
施

●
9
月

自
主
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
（教
育
実
習
生
含
む
）

●
9
月

出
席
率
１
０
０
％
で
始
業
式
を
実
施

●
8
月

２
０
２
２
年
度
入
学
生
の
募
集
活
動

●
8
月

希
望
者
への
ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援
②

●
8
月

コ
ロ
ナ
を
不
活
性
化
す
る
「空
気
除
菌
器
」を
導
入

●
8
月

ラ
ブ
ア
ー
ス
（シ
リ
ウ
ス
会
館
・高
木
寮
の
清
掃
活
動
）

●
7
月

希
望
者
への
ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援
①

●
7
月

大
学
か
ら
受
託
し
た
２
０
２
１
年
度
教
育
実
習

●
6
月

食
の
支
援

第
２
弾

●
5
月

で
き
た
て
の
弁
当
を
学
校
で
配
布

●
5
月

在
宅
の
学
生
に
緊
急
食
事
支
援

●
5
月

寮
費
軽
減
・補
助
等
で
学
生
生
活
を
支
援

●
4
月

各
教
室
を
巡
回
し
、
始
業
式
を
実
施

●
4
月

２
０
２
１
年
度
新
入
生
合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

●
4
月

２
０
２
１
年
度
入
学
式
を
実
施

●
4
月

コ
ロ
ナ
影
響
に
伴
う
、
初
め
て
の
３
年
生
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
始

●
4
月

令
和
３
年
度

ダ
ル
マ
目
入
れ
式

●
3
月

２
０
２
０
年
度

進
学
者
２
３
５
名

就
職
内
定
者
１
５
９
名

●
3
月

Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
が
職
業
実
践
専
門
課
程
文
部
科
学
省
認
定
校
に

●
3
月

在
福
岡
ベ
ト
ナ
ム
総
領
事
が
来
校

●
3
月

卒
業
証
書
及
び
高
度
専
門
士
・専
門
士
称
号
授
与
式
を
実
施

●
3
月

２
０
２
０
年
度
卒
業
式
を
実
施

●
3
月

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

●
3
月

２
０
２
０
年
度
１
月
期
の
入
学
式
を
実
施
（1
月
29
日
か
ら
延
期
）

●
2
月

卒
業
式
を
前
に
、
「
自
主
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」を
実
施

●
2
月

学
生
寮
の
学
生
に
対
し
、
教
職
員
総
出
で
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

●
1
月

始
業
式
を
オ
ン
ラ
イ
ン
教
室
中
継
の
形
で
実
施
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献
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●
12
月

日
本
語
教
師
養
成
学
科
４
年
生
の
実
習
生
４
名
の
修
了
式

●
12
月

学
生
に
対
す
る
「
食
事
支
援
」を
実
施

●
11
月

２
０
２
０
年
度
新
入
生
の
入
国
が
再
開
。
続
々
と
入
国

●
11
月

入
国
再
開
に
伴
う
学
生
受
け
入
れ
体
制
構
築
、
生
活
支
援

●
10
月

学
生
新
規
受
け
入
れ
へ、
職
員
研
修
を
実
施

●
10
月

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
教
育
機
関
代
表
が
来
校

●
10
月

日
本
語
教
師
養
成
学
科
４
年
生
の
教
育
実
習
を
初
め
て
実
施

●
9
月

大
学
か
ら
受
託
し
た
２
０
２
０
年
度
教
育
実
習

●
9
月

Ｊ
．
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（実
用
日
本
語
検
定
）を
受
験
。
１
２
３
名
が
認
定

●
8
月

お
盆
明
け
、
始
業
式
・授
業
再
開
を
迎
え
る

●
8
月

日
本
語
養
成
講
座
４
２
０
時
間
コ
ー
ス

修
了
式

●
7
月

「
終
業
式
」を
分
散
し
て
開
催

●
7
月

「
学
校
説
明
会
」を
開
催

●
7
月

進
学
の
た
め
の
「
体
験
授
業
」を
開
始

●
6
月

お
弁
当
形
式
で
、
「
食
堂
が
再
開
」

●
6
月

コ
ロ
ナ
対
策
の
環
境
整
備
（飛
沫
防
止
シ
ー
ル
ド
、
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
）

●
6
月

「
遠
隔
授
業
」を
実
施

●
5
月

「
分
散
登
校
」を
開
始

●
5
月

休
校
期
間
中
の
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続

●
5
月

学
生
への
「
週
一
課
題
」を
課
す

●
4
月

学
校
を
「
休
校
」に
。
教
職
員
の
「
出
勤
を
７
割
削
減
」

●
4
月

学
園
内
に
「
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
」を
設
置
、
コ
ロ
ナ
対
策
開
始

●
4
月

２
０
２
０
年
度
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施

●
4
月

令
和
２
年
度

ダ
ル
マ
目
入
れ
式
（ホ
テ
ル
で
の
決
起
大
会
中
止
）

●
3
～
4
月

「
卒
業
式
」「
入
学
式
」を
中
止

西西

第1波

【日本の新規陽性者推移】

第2波 第3波 第4波 第5波

海外VIP来校
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2020(令和2)年度

進学のための体験授業
西日本国際教育学院の2年生に対する進学体験授業を、2020年6

月30日から7月8日にかけて実施しました。1回あたりの体験人数を

20人以下に設定し、「三密」を避け、換気を徹底しました。

国際貢献専門大学校の就職希

学校説明会を開催
国際貢献専門大学校のグローバルキャリア日本語学科に興味を
持つ日本の高校生への学校説明会を2020年７月18日に開催しまし

た。当日は、学校・学科の説明後に、西日本国際教育学院の日本

語授業と専門学校の授業を見学。その後玉川キャンパス見学と、日

本語教師養成学科の「社会言語学」の体験授業を実施するなど、充

実した内容となりました。

2020年度教育実習を受託
九州産業大学から教育実習を受諾し、同大学の国際文化学部日
本語学科に在籍する4名が、2020年9月14日から9月18日まで、西

日本国際教育学院で教育実習を実施しました。実習生は、授業以

外にも教務部朝礼の参加、駐輪指導、ホームルーム見学など、

様々な業務を体験。「経験値が増えた」「臨機応変な対応の必要性

を学んだ」「学校の授業では知ることができないことを学べた」との

感想が寄せられました。

前 期

徹底したコロナ対策で安心・安全な環境を整備
日本のみならず、世界中が新型コロナウイルスの脅威と闘って

きました。これまで、宮田学園では、学生と教職員およびその家族

を守ることを最優先に、様々な対策を行ってきました。

▲各机に飛沫防止用のシールドを設置

例えば、2020年4

月の第一回緊急事

態宣言に伴う福岡

県の要請に応じた

「学校休校」措置や、

学生に対しての「遠

隔授業」の実施、緊

急事態宣言解除後

の「分散登校」を行

いました。加えて、

飛沫防止用シール

ドやパーテーション

の教室への設置、入口での全員に対する消毒とサーモカメラに

よる検温などの徹底、学生への食事支援や寮費軽減、学校で

の自主PCR検査、希望者へのワクチン接種支援など、様々な対

策を講じることで、安心・安全な環境の整備に努めてきました。

これからも、コロナ対策の徹底で感染防止を図りながら、学園

活動を継続してまいります。

学生に対して、オンライン授業を実施

●西日本国際教育学院

新型コロナウィルス感染症の影響で、日本へ

の入国に至っていない西日本国際教育学院の

新１年生に対して、Zoomを用いたオンライン授

業を2020年6月2日に実施しました。 新入生を

6人ずつのグループに分け、月・火・土曜の週3

回、数週間にわたって実施することで、新入生

たちは来日に備えて、しっかりと学習を進める

ことができました。

●国際貢献専門大学校

国際貢献専門大学校では、登校しての対面授業の他、①

感染予防、②学習に遅れを出さない、③パソコン操作に慣れ

ることでITに強くなるスキルを身に着

日本語教員養成講座 修了式
西日本国際教育学院で開講していた「日本語教員養成講座420時

間コース」の修了式を2020年8月5日に開催しました。講座を修了し

た6名が日本語教員として、法務省が告示する西日本国際教育学

院などの日本語教育機関の教壇に立つことが可能となりました。
望者は、就職内定率100％を続け

ていることや、入管に長く勤務して

いたビザ担当の専任スタッフもお

り、入学後も安心して学習に専念

することができるという話にも、学

生たちは熱心に耳を傾けていまし

た。

ける、という狙いで、Zoomを使ったオ

ンライン授業を2020年6月2日に実施

しました。モニター越しにも、熱心に学

習に取組んでいる学生の様子が伝

わってきました。

▲Zoomを使って「対面」授業
▲オンライン授業で学習を継続

▲授業にも熱が入る

▲体験授業の様子▲玉川キャンパス

▲宮田学院長から修了証を授与 ▲講座を無事修了した6名（後列）

▲実習生による授業 ▲修了証明書の授与▲授業前のミーティング

▲授業でも感染対策を徹底
▲入口に非接触型のサーモカメラを導入。
入館時の手指消毒も実施
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2020(令和2)年度

在福岡ベトナム総領事が来校
2021年3月23日、在福岡ベトナム社会主義共和国総領事館から

ヴー・ビン第4代総領事とグエンヴァンロイ領事が来校されました。

会談では、総領事からベトナム人学生の留学生活や九州各地で学

び、働くベトナムの方々の教育、職業訓練、雇用の人材交流に至る

まで、熱心にお話がありました。会談後は、実際の授業の様子や学

生寮を視察され、総領事館と当学園の間で協力関係を深めていくこ

とを約束し、意思統一を図りました。

2020年度卒業式で、卒業生の門出を祝福

インドネシア教育機関代表が来校
サストラ・エリザ先生（インドネシア教育機関代表）が2020年10月

22日に来校されました。エリザ先生は、インドネシアから日本への留

学希望者や、特定技能での来日希望者の現状、将来の展望などを

熱心にお話しされました。また、日本の情勢等についても熱心に質

問をされ、今後も一層の協力体制で、学生の将来のため連携を深

めていくことで同意に至りました。

日本語教師養成学科 教育実習を実施
国際貢献専門大学校のグローバルキャリア日本語教師養成学科

（4年制）に在学する４名の教育実習を2020年10月12日から12月25

日まで、西日本国際教育学院で実施しました。同学科は、「九州

初」の専門学校に設置された日本語教師養成学科で、実習生たち

は日本語の文法・文字・語彙をはじめ、日本文化・国際社会・言語

教育・教育心理学など幅広く学んできました。2018年11月には、国

際貢献専門大学校から派遣され、ベトナムのハノイとホーチミンの

日本語学校で12日間の海外教育実習も体験しました。

実習期間中は、授業以外にも、教務部朝礼の参加、駐輪指導、

ホームルーム見学、授業見学など、様々な業務を体験しました。日

本語教師の仕事はただ日本語を教えるだけでなく、日々の留学生

たちの生活指導や、社会に出るために必要なルールやマナーも教

えなければならないということも学びました。

また、最終日の12月25日には修了式が行われ、宮田学院長から

修了証書の授与と、日本語教師としての心構えや激励の言葉が贈

られました。

卒業式を前に自主PCR検査
卒業式を控え、西日本国際教育学院ではみんなで安心して卒業

を迎えるために、2021年2月末に318名に対して学校でPCR検査を

行いました。検査の結果、全員が低リスク・陰性で、コロナに感染し

た学生はいませんでした。学校で勉強することに不安を感じている

学生もいたようですが、安心して登校して勉強し、卒業式を迎えるこ

とができました。

2020年度新入生の入国が順次再開
新型コロナウィルス感染拡大の影響で遅れていた、西日本国際

教育学院の2020年度4月生、7月生、10月生の日本入国が2020年

11月23日（第1便：8名）から順次再開しました（学生は全員1月生）。

その後、11月30日第2便（6名）、12月3日第3便（6名）、12月7日第4

便（31名）、12月10日第5便（4名）、第6便（4名）と続々と入国しまし

た。入国後は、スクールバスで学生寮まで移動し、個室に2週間待

機。その後、陰性継続ならば学校に登校し、対面にて授業となりま

した。

●西日本国際教育学院

2021年3月12日、西日本国際教育学院の2020年度卒業式が行わ

れ、卒業生数287名の門出を祝いました。メイン会場にはクラス代表

者が出席し、学内TVシステムを用いて各教室へ放送するとともに、卒

業生の母国の保護者やエージェントが視聴できるように映像のリアル

タイム配信も行いました。卒業生代表3名の挨拶では、日本に来て苦

労したこと、頑張ったこと、将来の希望などそれぞれの思いや決意を

一生懸命に話してくれました。

●国際貢献専門大学校

2021年3月22日、国際貢献専門大学校の第1回2020年度卒業証書

及び高度専門士称号授与式、第6回2020年度卒業証書及び専門士称

号授与式が行われました。式辞では、宮田学長から4年間専門教育に

打ち込んできた9人の卒業生への賛辞と、2年制をやり遂げた253名の

卒業生への努力や成長についてなど、お祝いの言葉が贈られました。

▲教職員でお出迎え ▲エリザ先生と宮田総長の会談

▲応接室にてトップ会談 ▲ベトナム人学生も交えて

▲入国再開便で到着した学生を歓迎 ▲スクールバスで学生寮へ ▲学園に届いたPCR検査キット ▲検査結果を受け、安心して登校

▲卒業証書を受けるクラス代表 ▲民族衣装で晴れの日を彩る ▲宮田学園長より卒業証書、称号を授与 ▲満面の笑顔の卒業生たち

▲実習生たちを激励

▲指導内容を聞き、メモを取る

▲修了証を掲げる修了生４名と宮田学院長・指導教員

後 期
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2021(令和3)年度

2021年度教育実習を受託
2021年7月5日から9日までの5日間、西日本国際教育学院にて九
州産業大学の学生5名の教育実習を受け入れました。実習生には、

大学で準備した模擬授業だけに留まらず、実習期間中の七夕には

教職員と一緒に浴衣・甚平姿で日本の夏行事も体験していただきま

した。日本語を日本文化で実用的に演出することで、実習生だけで

なく外国人留学生にとっても非常に意義のある学びにつながりまし

た。

▲教育実習（模擬授業）の様子 ▲浴衣・甚平姿で七夕も体験

希望者へのワクチン接種を支援
学生たちが安心・安全に生活できるように、ワクチン接種を希望す
る学生が円滑に接種できるよう行政と調整・協力し、職員引率によ

る集団ワクチン接種を行いました（1回目を2021年7月、2回目を8

月 ）。問診票の記入、接種会場での対応・接種後のフォローなど一

貫して行い、同時進行的にアルバイト先で接種した学生の把握と

フォローも行いました。また、PCR実施企業と連携し、学園でも安全

にできるPCR検査体制も整えました。

日本語教師養成学科 教育実習を実施
国際貢献専門大学校グローバルキャリア日本語教師養成学科の
4年生5名(グループⅠ)が2021年9月13日から,、4名(グループⅡ)が9

月27日から、西日本国際教育学院で教育実習を開始しました。実

習生9名（ベトナム8名、ネパール1名）がそれぞれ約6週間、日本語

の教え方、学生の指導の仕方などを学びました。11月2日の実習最

終日には、宮田学長より修了生へ、修了証明書が授与されました。

2年ぶりの七夕祭りを開催
2021年7月7日、コロナ対策をしっかりと行い、2年ぶりの七夕祭り
を開催しました。学生たちは、初めて触れる日本文化に最初は戸惑

い気味でしたが、先生と一緒に七夕について学んだ後で短冊を配ら

れると、真剣な顔つきでそれぞれの願いを日本語で短冊にしたため

ていました。色鮮やかな短冊には、「コロナが早く終わりますように」

だけでなく、家族や将来の事など様々な願いが見られました

▲短冊に願いを込めて ▲教職員は浴衣姿で

お弁当無償配布や寮費軽減・補助で学生生活を支援

ダルマ目入れ式を開催

2021年3月31日、令和3年度宮田学園総決起大会とダルマの目

入れ式を開催しました。4月からの新入職員を含む総勢71名が参

加し、令和2年度の総括と、令和3年度に向けて、全員で学園方針

を共有しました。宮田総長の訓示では、「教職員一人ひとりが自己

管理を徹底して、宮田学園の発展に尽くしてほしい」と発せられ、

宮田理事長の挨拶では、「新しい若い風(人材)を入れて、コロナを

乗り切っていきたい」とのお話がありまし

2021年度入学式を挙行

国際貢献専門大学校の2021年度入学式が、273名の新入生を迎

えて、2021年4月6日に行われました。色鮮やかな民族衣装やスー

ツを身にまとった新入生たちは、とても晴れやかな表情で希望にあ

ふれていました。西日本国際教育学院や全国の日本語学校を卒

業した学生たちが、日本での「夢」を叶えるため、それぞれの新し

いステージで、大橋キャンパスの学生は2年、玉川キャンパスの学

生は2年または4年、しっかりと専門的な勉学に励んでいきます。

●食の支援

体調不良等で自宅でオン

ライン授業を受けていたり、

自宅待機の学生25名に対

して、2021年5月21日から

月・水・金の週3日、学校か

ら学生宅まで緊急でお弁当

て、10月6日から学校手

作りの弁当の無償配布

を再開しました。

を配達し、食事支援を実施しました。

加えて、5月から7月まで、学校で作ったお弁当を無償で配布する

食の支援を進めてきました。第一弾として5月31日～6月11日まで、

第二弾として6月21日から7月3日まで実施してきました。しかしなが

ら、長引くコロナ禍で学生の経済状況は苦しいままです。そこで学

生を支援するため、 9月30日の福岡県の緊急事態宣言解除を受け

●寮費の支援

西日本国際教育学院の1年生が入学から半年間、2人1部屋で共

同生活を送る学生寮（シリウス会館）では、2021年5月から感染症

対策として、2人用の部屋を1人での使用に切

り替えました。また、入寮期限の延長（3ヵ月

月程度）の促進や、寮費の減額および補助を

通じて、アルバイト制限などで困窮する学生

たちの生活を住居面でも支援してきました。

た。続いて、令和3年度の担当業務目

標を約束する「ダルマの目入れ式」とし

て、各部門長から令和2年度の成果発

表、令和3年度の決意表明が行われ、

全員で方向性を共有しました。

▲PCR検査体制も整備 ▲みんなでワクチン接種

▲授業前の指導・準備 ▲授業での実習

▲目入れした新・旧ダルマ ▲新入生による「誓いの言葉」 ▲クラス代表が集まって記念撮影

▲食堂で作った弁当を車に積み込んで配達

▲チケットで弁当を配布 ▲美味しい料理に笑顔

▲学生寮（シリウス会館）

前 期
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2021(令和3)年度

●2/3 (木) 節分行事（西日本国際教育学院）
●2/8 (火) 博多駅前早朝清掃

日本文化に触れるウォークラリー
西日本国際教育学院の校外活動として、2021年10月8日に日本文

化に触れるウォークラリーを開催しました。秋晴れの心地よい天候の

中、クラスごとに3つのコース（①薬院・大濠公園コース、②唐人町コー

ス、③博多・天神コース）に分かれ、担任や国際貢献専門大学校の教

育実習生と一緒に福岡の街を歩きました。各コースには途中に3つの

チェックポイントがあり、そこで写真を撮ったり像の名前を答えたり、

様々なタスクにチャレンジしながら、日本文化も学びました。

秋季遠足「ZOOハイク」
国際貢献専門大学校のスポーツ大会の代替イベントとして、2021年

11月19日に秋季遠足「ZOO」ハイクを実施し、学生624名が参加しまし

た。当日は天候にも恵まれ、クラスごとに学校から福岡市動植物園ま

で遠足し、コロナ禍のいい運動でリフレッシュしました。また、動植物園

内でのタスク活動や、昼食の学校特製弁当をクラスごとに食べたり、写

真撮影したりと、学生同士、教職員との親睦を深めることができました。

スピーチコンテストを開催
2021年12月15日、西日本国際教育学院の3年生スピーチコンテス

トが高宮にあるアミカスで行われました。今回は、3年生の各クラス

から3名ずつ代表者を選び、発表するという形で進められ、少しでも

いいスピーチを届けるために、3カ月前から練習を重ねてきました。

本番当日、発表者9名は緊張もありましたが、皆、それぞれに練習

の成果を存分に発揮し、今までで一番良いスピーチを行いました。

結果は、最優秀賞1名、テーマ賞1名、パフォーマンス賞1名の計3

名が選ばれましたが、9名全員に賞をあげたいと審査員の先生方も

頭を悩ませるほど、どの発表者も最高のスピーチを披露しました。

学習成果・卒業研究発表会を開催
国際貢献専門大学校の2021年度学習成果・卒業研究発表会が

2021年11月26日、大野城まどかぴあ・大ホールにて開催されました。

学生の学習意欲の高揚を図るとともに、在学期間（2年間または4年

間）の総まとめとすることを目的に、学園関係者および来賓として取

引先企業様をご招待し、2年生の代表10組が成果発表を、4年生の

代表2組が卒業研究発表を行いました。今回の発表では順位を決

めず、審査委員長を務めた宮田学長が、それぞれの発表者に向け

て良い点、改善すべき点を総評しました。今回は聞き役だった在校

生が、次回に向けて充実した成果を披露できるよう、学生・教師一

丸となって取り組んでいきます。

西高宮校区イベントで地域と交流
2021年10月23日、多様な価値観の共生および人権意識の高揚を

目的とした西高宮校区主催のイベントに、国際貢献専門大学校の

学生7名（ネパール3名、ベトナム2名、ミャンマー3名）が参加しまし

た。当日は、学生による出身国および民族衣装の紹介や、5つの

セッションに分かれて、地域の方々との交流を図りました。各国のプ

レゼンでは緊張しながらも、練習の成果を発揮し、イベント参加者と

交流が図れたことは、学生たちにとって、大変貴重な経験となりまし

た。

宮竹中学校 国際交流学習会に参加
宮竹中学校国際交流学習会が2021年11月2日と11月6日に開催

され、西日本国際教育学院の学生27名（ベトナム14名、ミャンマー9

名、ネパール4名）が参加しました。11月2日には、学生から各国の

文化や民族衣装などを紹介した後、グループに分かれてすごろく、

あやとり、けん玉などを体験しました。11月6日には、中学生が披露

する茶道、水墨画、絵手紙、和裁、狂言などを見学・体験し、学生た

ちが改めて「日本」を感じる有意義な機会となりました。

●3/4 (金) 西日本国際教育学院卒業式
●3/8 (火) 博多駅前早朝清掃
●3/10 (木)国際貢献専門大学校卒業式
●3/16 (水)西日本国際教育学院終業式
●3/18 (金)国際貢献専門大学校終業式

2月・3月のイベント

▲博多総鎮守の櫛田神社 ▲先生から線香の立て方を教わる ▲心地良い汗をかきました ▲クラスの仲間と一緒に昼食

▲学生が出身国の文化などを紹介 ▲水墨画を体験 ▲プレゼンで、練習の成果を発揮 ▲民族衣装をまとい勢ぞろい

▲在学中の総まとめとして成果を発表 ▲メンバーが協力してプレゼン ▲大勢の聴衆に思いを届けました ▲発表者９名が宮田学院長を囲んで

後 期
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仲間と一緒に「ラブアース」
学生と教職員が一体となって学生寮（シリウス会館、高木寮）の清
掃活動を行う「ラブアース」を、西日本国際教育学院が夏休み中の

2021年8月18日に決行しました。「夏休みなのに、掃除なんて」との声

が聞こえそうですが、少し動き出すと学生たちのエンジンがかかりま

した。みんなで協力しながら、寮の室内を掃いて、磨いて、拭いてピ

カピカにし、屋外の雑草や落ち葉もきれいに除去しました。掃除が始

まる前と終わった後とでは、学生も教職員も表情が変わり、とても

すっきりとした顔をしていました。

博多駅前の早朝清掃を継続
宮田学園では、毎月8日に行われる博多駅周辺の早朝清掃活動に、
地域の方々と一緒に取り組んでいます。この早朝清掃は、登下校時の

挨拶運動と同様、伝統の一つとなっています。コロナ禍においても、学

生と教職員が感染予防策を取りながら、ずっと続けています。 「清

掃」は身の回りの環境を綺麗にするだけでなく、頭の中の無

駄も整理し、組織全体を良い方向に導きます。私たちの学校

も、今以上に良いものを目指していくために、この「清掃」に

賛同させていただいています。

2022年 「成人式」に学生７名が参加
2022年1月10日成人の日に、マリンメッセ福岡で行われた「令和3年

度福岡市成人の日記念行事」に、西日本国際教育学院の学生7名

が参加しました。人の多さと華やかな着物に圧倒され、学生たちはド

キドキ緊張しているようでしたが、記念行事が終わると、明るい表情

に変わっていました。成人式に参加後、学校で教職員がお祝い会を

開きました。学生たちは、「勉強を頑張りたい」「いい人になりたい」な

ど、一人一人が決意表明し、大人としての自覚を持って努力すること

を誓いました。

2022年 「鏡開きの会」を開催
新年の幕開けとして、2022年1月12日に「鏡開きの会」を行い、西日本

国際教育学院の学生（1年生）が、年の神様の力が宿った「鏡」を食べる

体験をしました。「鏡開きの会」開催の前日、学生たちは「鏡開き」の由

来や、神様への感謝、家庭円満、無病息災、学業成就を願うということ

を事前学習し、日本の文化への理解を深めました。また、コロナ対策の

指導を行い、黙食を厳守し、「ぜんざい」を食べることで、学生たちは一

年に一度の日本の伝統文化を体験し、学生、教職員間の親睦も深まり

ました。

ITビジネス学科が職業実践専門課程
文部科学省認定校に選定

国際貢献専門大学校

国際貢献専門大学校 ITビジネス学科は、2021年3月25日、
職業実践専門課程文部科学省認定校になりました。ITビジネ
ス学科は、演習や実習の割合も多く、習得した知識が現場で
どう生かされるかをイメージしながらより実践的に学ぶことがで
きます。職業に就くため

職業実践専門課程 認定条件
◇企業と密接に連携している ◇情報(生徒数や教員数、就職
率、中退率等)の開示に努めている

◇修業年限に関する条件(授業時間数が1,700単位時間以上、
又は62単位以上)を満たしている

に必要な教育を行う「企
業と協力したカリキュラ
ム」を組み、現場を経験
している講師陣からの
講義が受けられるのが
特徴で、実践的な「学
び」を本学科は提供して
います。

登校時は気持ちの良い挨拶から
宮田学園の伝統として、「教職員全員で登下校時に挨拶運動」を行っ
ています。建物玄関、駐輪場、学校周辺の十字路などに教職員とボラ

ンティア学生が立ち、挨拶や声掛けをしています。また、登下校時には

学校周辺に自転車通学の学生が集中するため、自転車の安全運転に

心掛けるように交通マナー指導も行っています。

挨拶は、コミュニケーションの重要な方法のひとつで、学生にとっては

日本の文化や生活様式に馴染んでいくための基本です。本学園では

正しい日本語を身に付けるだけでなく、礼儀作法にも力を入れて教育

しています。

TOP ICS

▲入館時にも元気よく挨拶 ▲ボランティアで学生も協力

▲交差点では一時停止を徹底 ▲挨拶運動と交通指導を実施

▲エアコンフィルターを洗浄 ▲シンクもピカピカに ▲落ち葉も集めて捨てる ▲手分けして道端のゴミを拾う ▲清掃後は実にすがすがしい

▲晴れの舞台に天気にも恵まれ ▲宮田学院長からお祝いの言葉 ▲新成人の決意表明 ▲ぜんざいを準備してスタート ▲みんなで食べると美味しい ▲黙食でじっくりと味わう
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